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高久 晃 : 脳 ド ッ グお よ び外来診療におけ る 静注
DSA の有用性 と 限界. 第 3 回脳 ド ッ グ 研 究 会 ，
1994， 6 ， 横浜.

41 ) 遠藤俊郎 : 頭痛， め ま い ， 複視 を 訴 え た 1 例

の治療経験よ り 感 じた こ と . 第18回北 日 本脳神経
外科連合会， 1994， 6 ， 金沢.

42 ) 池田修二， 桑山直也， 野村耕章， 西鴬美知春，

遠藤俊郎， 高久 晃 : 巨大なVenous pouchを伴っ

た脳内AVFの 1 例. 第18回北 日 本脳神経外科連

合会， 1994， 6 ， 金沢.
43 ) 扇ー恒章， 栗本 昌紀， 野上予人， 西罵美知春，

遠藤俊郎， 高久 晃 : 神経線維腫症 (NF1 ) に発
生 した多形性謬芽臆由来細胞株の樹立 と の性状解
析. 第18回北 日 本脳神経外科連合会， 1 994， 6 ， 
金沢.

44 ) 林 央周 ， 池 田 明 ， 西罵美知春， 遠藤俊郎，
高久 晃 : 画像誘導手術 シ ュ ミ レー シ ョ ン シ ス テ
ム を利用 したthree-dimensional electrical sou­

rce lmagmg法の開発. 第18回北 日 本脳神経外科

連合会， 1994， 6 ， 金沢
45 ) 増岡 徹， 栗本 昌紀， 水巻 康， 西罵美知春，

高久 晃 : 頭蓋骨Paget病の 2 症例. 第42 回 日 本
脳神経外科学会中部地方会， 1994， 6 ， 松本.

46 ) 富田隆浩， 桑山直也， 西罵美知春， 遠藤俊郎，
高久 晃 : 巨大なvenous pouch を 伴 っ た脳内A

VFの l 例. 第42回 日 本脳神経外科学会 中部地方

会， 1994， 6 ， 松本.
47 ) 栗本 昌紀， 遠藤俊郎， 赤井卓也， 鬼塚圭一郎，

高久 晃 : 硬膜外 ア プ ロ ーチ に よ る視神経管開放
術が有効であ っ たfibrous dysplasia の 1 例. 第

6 回 日 本頭蓋底外科研究会， 1994， 6 ， 名古屋.
48 ) 栗本 昌紀， 西罵美知春， 野上予人， 扇ー恒章，

遠藤俊郎， 高久 晃 : 血紫中bFGFの脳腫場 マ ー
カ ー と し て の意義. 第 7 回脳 と 免疫研究会， 1ω4， 
7 ， 栃木.

49 ) 平島 豊， 野村耕章， 大森友 明 ， 加藤僚子，
遠藤俊郎， 高久 晃 : 家兎 ク モ膜下出血モ デルに
おけ るPAF括抗薬E5880 の脳血管撃縮予 防効果.

第10回ス パズ ム ・ シ ンポ ジ ウ ム， 1鈎4， 7 ， 京都.

50 ) 平島 豊， 高羽通康， 野村耕章， 西罵美知春，
遠藤俊郎， 高久 晃 : ク モ膜下出血患者の血中サ
イ ト カ イ ン と 血小板活性化因 子 ( PAFC ) 濃 度

- Procoagulant因子， anticoagulant因子 ， 血
小板お よ び、白血球の活性化 と の関係 一. 第10回ス
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パズ ム ・ シ ン ポ ジ ウ ム 1994， 7 ， 京都.

5 1 ) 遠藤俊郎， 西罵美知春， 堀江幸男， 高久 晃 :
我々 の行 っ て い る pterional approach の た め の

開頭法. 第 1 3 回 The Mt. Fuji Workshop on 

CVD ，  1994， 8 ， 東京.

52 ) 野上予人， 西罵美知春， 高久 晃， 清水写夫 :
薬用人参 の神経細胞生存維持効果. 第1 1 田和漢医
薬学会大会， 1994， 8 ， 松山.

53 ) 栗本 昌 紀 ， 西 方 学， 楠瀬陸郎， 松村 内 久，
高久 晃， 塚本栄治 : 椎骨動脈閉塞を伴 っ た不安
定性頚椎の 一 治療例. 第13田中部脊髄外科 ワ ー ク
シ ョ ッ プ， 1994， 9 ， 名 古屋.

54 ) 大井政芳， 遠藤俊郎， 朴木秀治， 西罵美知春，
Reckling ha usen氏病の 1 例. 第32 回北陸脳神経

外科集談会， 1994， 9 ， 富 山.
55 ) 上山浩永， 増田 良一， 堀江幸 男 ， 桑 山 直也 :

神経 ブ ロ ッ ク 後に発症 し た 頭皮動静脈痩の 1 例.
第32回北陸脳神経外科集談会， 1994， 9 ， 富山.

56 ) 大井政芳， 遠藤俊郎， 朴木秀治， 西罵美知春，
高久 晃 : 頭蓋頚椎移行部髄膜 癒 を 伴 っ た von

Reckling ha usen氏病の 1 例. 第 9 回東海頭蓋底

外科研究会， 1994， 9 ， 名古屋.

57 ) 野上予人， 平島 豊， 高 久 晃 : グ ル タ ミ ン
酸神経細胞毒性に お け る 血小板活性化因子の関与

の検討. 第37回 日 本神経化学会， 1994， 10， 松本.

58 ) 遠藤俊郎 : 頚動脈病変 の病理形 態 と 外科治療
の意義. 第35回 日 本脈管学会総会， 1994， 10， 東
京.

59 ) 林 央周， 栗本 昌紀， 西罵美知春， 遠藤俊郎，
高久 晃 : 三次元 コ ン ビ ュ ー タ グ ラ フ ィ ッ ク ス を

用 い た画像誘導定位脳手術 支援 シ ス テ ム の開発.
第 4 回 日 本 コ ン ビ ュ ー タ ー支援外科学会， 1994， 
10 ， 神戸.

60 ) 林 央周 ， 池 田 宏 明 ， 遠藤俊郎， 高久 晃，
小野武年 : 画像誘導定位脳手術支援 シ ス テ ム の脳
機能マ ッ ピ ン グお よ び手術ナ ビゲー シ ョ ンへ の応
用. 第33回 日 本定位脳手術研究会， 1994， 10， 徳
島.

6 1 )  池 田宏 明 ， 西条寿夫， 林 央 周 ， 福 田 正治，
滝沢園治， 小野武年 : 双極子推定法 に よ る視覚誘
発電位の発生源推定. 第33回 日 本定位脳手術研究
会， 1994， 10， 徳島

62 ) 遠藤俊郎， 桑山直也， 林 央周， 西罵美知春，
高久 晃， 塚本栄治 : 複数の流入動脈を有す る 動
静脈奇形に対す る 治療一部分的塞栓術を併用 した
全摘術. 第53回 日 本脳神経外科学会総会， 1994， 
10， 徳島.

63 ) 遠藤俊郎， 高羽通康， 野村耕章， 西方 学，
福 田 修， 高久 晃， 園部 真， 高橋慎一郎 : ク
モ膜下出血に て発症 した頭蓋内解離性動脈嬉の病
態 と 治療- 9 剖検例よ り の検討 第53回 日 本脳
神経外科学会総会， 1994， 10， 徳島.

64 ) 西駕美知春， 桑山直也， 神林智作， 遠藤俊郎，
高 久 晃 Transverse-sigmoid sinus dural 
AVMの病 因論的考察 と 治療法 に つ い て の検討.
第53回 日 本脳神経外科学会総会， 1994， 10， 徳島.

65 ) 西罵美知春， 遠藤俊郎， 原 田 淳， 西方 学，
山谷和正， 高久 晃， 塚本栄治 : 胸郭出 口 症候群
に対す る顕微鏡手術 と 各種補助検査所見 第53回
日 本脳神経外科学会総会 1994， 10， 徳島.

66 ) 平島 豊 ， 野村耕章， 大森友 明 ， 加藤僚子，
遠藤俊郎， 高久 晃 : 家兎 ク モ膜下出血モ デルに

おけ るPAF括抗薬E5580 に対す る脳血管筆縮 予 防
効果. 第53回 日 本脳神経外科学会総会， 1鈎4， 10， 
徳島

67 ) 平島 豊， 高羽通康， 野村耕章， 西罵美知春，
遠藤俊郎， 高久 晃 : ク モ膜下出血患者の血 中 サ
イ ト カ イ ン と 血小板活性化因子濃度. - proco・
agulant因子 ， anticoagulant因子， 血小板 お よ

び 白 血球の活性化 と の関係 一 . 第53回 日 本脳神経

外科学会総会， 1994， 10 ， 徳島

68) 桑山直也， 遠藤俊郎， 堀江幸男， 野村耕章 ，

西罵美知春， 高久 晃 : 内頚動脈起始部狭窄症に
対す る経皮的血管形成術-内膜剥離術の蛾騰す

第53回 日 本脳神経外科学会総会， 1994， 10， 徳島.
69 ) 桑山直也， 西鴬美知春， 久保道也， 平島 豊，

遠藤俊郎， 高久 晃 : 頭蓋内硬膜動静脈痩の治療
戦略-52例の治療結果か ら の検討- 第53回 日 本
脳神経外科学会総会， 1994， 10， 徳島

70 ) 栗本 昌紀， 西罵美知春， 平島 豊， 岡本宗司，
松村内久， 高久 晃 : 脳腫蕩マ ー カ ー と し て の血

祭中bFGF と FDGF-B鎖の意義. 第53回 日 本脳神

経外科学会総会， 1994， 10， 徳島.

7 1 ) 扇ー恒章， 栗本 昌 紀， 水巻 康， 永井正一，
上山浩永， 高久 晃 : ト リ コ ス タ チ ンA に よ る培
養 ヒ ト ・ グ リ オーマ細胞の 分化誘導 と 増殖抑制.
第53回 日 本脳神経外科学会総会， 1994， 10， 徳島.

72 ) 野上予人， 平島 豊， 武田茂憲， 鬼塚圭一郎，
遠藤俊郎， 高久 晃 : 神経細胞初代培養系 を 用 い
た グルタ ミ ン酸神経細胞毒性 に対す る 血小板活性
化因子 ( PAF ) 括抗薬 の抑制効果 の検討. 第53
回 日 本脳神経外科学会総会， 1994， 10， 徳島.

73 ) 赤井卓也， 尾 山勝信， 上村和也， 杉 田 京一，
園部 真， 高橋慎一郎 : 高齢者脳血管障害に対す
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る strategy. 第53回 日 本脳神 経 外 科 学会 総会，

1994， 10， 徳島
74) 鬼塚圭一郎， 高久 晃， 西野仁雄， 国来己歳 :

脳虚血急性起 に おけ る カ ルパ イ ン 及び細胞骨格蛋
白 の変化. 第53回 日 本脳神経外科学会総会， 1鈎4，
10， 徳島

75 ) 楠瀬睦郎， 山谷和正， 西篤美知春， 西方 学，
遠藤俊郎， 高久 晃 : 実験的頭蓋内圧充進時にお
け る 運動誘発電位お よ び体性感覚誘発電位の経時
的変化. 第53回 日 本脳神経外科学会総会， 1994， 
10， 徳島.

76 ) 古市 晋， 遠藤俊郎， 西罵美知春， 桑山直也，

高久 晃， 櫨 彰， 武 田龍司 : ク モ膜下出血直
後の頭蓋内圧充進と脳循環障害に対する α-blocker
の影響. 第53回 日 本脳神経外科学会総会， 1994， 
10， 徳島

77 ) 林 央周 ， 池 田 宏 明 ， 栗本 昌 紀， 遠藤俊郎，
高久 晃， 西条寿夫， 小野武年 : 画像誘導手術 シ
ミ ュ レー シ ョ ン シ ス テ ム を利用 し た threedimen-
sional electrical source imaging法の開発. 第

53回 日 本脳神経外科学会総会 1994， 1 0 ， 徳 島.

78 ) 林 央周， 遠藤俊郎， 西罵美知春， 高久 晃，
渡辺 剛， 清水貴志， 石 田浩二 : シ ミ ュ レー シ ョ
ンお よ びナ ビ ゲー シ ョ ン機能を兼ね備 え た 画像誘

導定位脳手術支援 シ ス テ ム の開発. 第53回 日 本脳
神経外科学会総会， 1994， 10， 徳島.

79 ) 高羽通康， 遠藤俊郎， 平 島 豊 ， 桑 山 直也，

池 田 修二， 高 久 晃 : 頭蓋 内 動脈 に お け る vasa
vasorum の存在 と 病的意義. 第53 回 日 本脳神経
外科学会総会， 1994， 10， 徳島

80 ) 堀江幸 男 ， 大森友 明 ， 尾 山勝信， 田 中 信，
朴木秀治， 西駕美知春 : 外来 と 救急診療お よ び脳
ド ッ グ におけ る 静注DSA の有用性 と 限界， 第53

回 日 本脳神経外科学会総会 1994， 10， 徳島

81 ) 野村耕章 ， 平 島 豊， 本 敦文， 赤井卓也，
遠藤俊郎， 高久 晃 : 抗 カ ルジオ リ ン ピ ン抗体陽
性家兎 におけ る ク モ膜下出血後脳血管掌縮の検討.
第53回 日 本脳神経外科学会総会， 1994， 10， 徳島.

82 ) 長堀 毅， 和 田 攻， 高羽通康， 西嵐美知春，
遠藤俊郎， 高久 晃 : め ま い症例 に お け る 脳血流
異 常 に つ い て - dynamic CT， stable xenon 
enhancement CT 自 律神経機自目安査によ る検討

第53回 日 本脳神経外科学会総会， 1994， 10， 徳島.
83 ) 岩井 良成， 津村貫太朗， 桑山直也， 久保道也，

西駕美知春， 遠藤俊郎， 高久 晃 : 局所線溶療法

を施行 した急性期脳主幹動脈閉塞症60例の検討の
検討. 第53回 日 本脳神経外科学会総会， 1ω4， 10， 

徳島
84) 富田隆浩， 栗本 昌 紀， 大井政芳， 朴木秀治，

西罵美知春， 高久 晃 : 視力障害を呈 した蝶形骨

洞原発ア ルペルギハス症の一例. 第43回 日 本脳神
経外科学会中部地方会， 1994， 1 1 ， 名 古屋.

85 ) 増岡 徹， 平 島 豊， 遠藤俊郎， 林 央周 ，
高久 晃 : 頚部内頚動脈 内剥離術 ( CEA ) 後 に
血管新生緑内障が憎悪 した 1 例. 第43回 日 本脳神
経外科学会中部地方会， 1994， 1 1 ， 名 古屋.

86 ) 栗本 昌紀， 扇ー恒章， 西駕美知春， 平島 豊，

高久 晃 : bFGF と PDGF-B鎖の脳腫蕩患者 に お

け る 血紫中マー カ ー と し て の有用性. 第 3 回 日 本
脳腫蕩 カ フ ァ ラ ンス ， 1994， 1 1 ， 那須.

87 ) 扇ー恒章， 栗本 昌紀， 永井正一， 高久 晃 :
ト リ コ ス タ チ ンA に よ る培養 ヒ ト ・ グ リ オ ー マ細

胞の分化誘導と増殖抑制. 第 3 回 日本脳腫場 カ フ ァ
ラ ン ス， 1994， 1 1 ， 那須.

88) 高久 晃 : 小児の脳循環代謝 の特異性. 第14
回群馬小児精神神経懇話会， 1994， 1 1 ， 群馬.

89 ) 野上予人， 平島 豊， 高久 晃 : グ ル タ ミ ン
酸神経細胞毒性におけ る血小板活性化 因子 ( PA
F ) の役割u. 第 6 回 日 本脳循環代謝学会総会， 1 9  
94， 1 1 ， 東京.

90 ) 平島 豊， 野村耕章， 栗本 昌 紀， 福 田 修，
遠藤俊郎， 高久 晃 : ク モ膜下出血患者の血中サ
イ ト カ イ ン と 血小板活性 化 因 子 ( PAF ) 濃 度

- procoagulan t因子， anticoagulant 因 子 ， 血

小板お よ び、 白血球の活性化への影響 第 6 回 日
本脳循環代謝学会総会， 1994， 1 1 ， 東京.

91 ) 平島 豊， 野村耕章， 遠藤俊郎， 高久 晃 :
家兎 ク モ膜下出血モ デルにおける PAF括抗薬E58

80の脳血管筆縮予防効果. 第 6 回 日 本脳循環代謝
学会総会， 1994， 1 1 ， 東京.

92 ) 赤井卓也， 桑山直也， 久保道也， 西罵美知春，

遠藤俊郎， 高久 晃 : 横静脈洞両側端の閉塞 を伴

う 硬膜動脈痩の血管内治療. 第10回 日 本脳血管内

手術研究会， 1994， 1 1 ， 新潟.

93 ) 桑山直也， 遠藤俊郎， 赤井卓也， 津村貢太朗，
西鴬美知春， 高久 晃 : 内頚動脈起始部狭窄症に
対す るPTAの成績 と 長期追跡結果. 第10 回 日 本
脳血管内手術研究会， 1994， 1 1 ， 新潟.

⑩ 講演その他
1 ) 高久 晃 : Dural AVFs ー そ の病態 と 治療 ­

山梨医科大学脳神経外科学教室開講10周年記念学
術講演会， 1994， 4 ， 甲府.

2) 高久 晃 : dural AVFs 一 白 験例よ り の検討一.
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